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　足音がした。

「あ」

　狩野かのうの心臓の音が大きくなった。

　ああ、彼が来る。亜あ久く津つが。この居酒屋の第××次南極越冬隊慰労会会場に向かって廊下を歩いてくる。自分はこの場にいる誰よりも早く、彼の足音を聞き分けられる。そして身体の奥から欲望が、自分ではどうしようもない情動が、熱くこみ上げてくる。彼の足音に忠実に反応して涎よだれを流すリビドー。餌えさをやるときにベルを鳴らしていたら、音だけで反応するようになった、あの有名な博士の犬みたいに。

「遅れてすみません」

　声と共にからりと引き戸があけられた。入ってきたのは、やはり亜久津だった。一瞬、目が合ったが、彼はすぐにそらした。

　亜久津は身長百八十五センチ、トライアスロンと筋トレが趣味なだけあって、堂々とした体躯の持ち主だった。睫毛も眉毛も濃くて、じっと見られるとそれだけで言葉を発せなくなるほどの迫力がある。

　彼が座を見回している。自分の隣は少し空いている。周りに言えば詰めてくれるだろう。だが、狩野はそうしなかった。むしろその隙間をさりげなく狭めていった。

「亜久津ー。こっち来いよー」

　一人が狩野から少し離れたところから、手を挙げる。その声に誘われるように彼はそこに座を定めた。

　亜久津は狩野より五歳下、もうすぐ二十七になるはずだ。越冬隊での業務は雪上車の点検整備で、一番若く、よく気がつき働くのでみなに可愛がられていた。

　一方、狩野は高等研究所で動物生態学の助教をしており、ペンギンの研究調査のための参加だった。

　南極は冬には氷に閉ざされる。一昨年の十一月から今年の三月までずっと同じ二十八人の顔を見て過ごした。もう見飽きたとばかりに成田で解散したのに、二ヶ月経った今では、こうして会うとすでに「懐かしい人」になっている。ここには越冬隊に参加していた二十代から五十代の男女二十名ほどがいるのだが、なんだかケンカしても仲のいい兄弟みたいだ。

「食べたかったのは、やっぱり生野菜だよなあ」

　初老の越冬隊長が、サラダの薄切りキュウリを箸でつまんで持ち上げて、しみじみと言った。ほかのメンバーも賛同する。

「キュウリとかさ、特になんとも思わなかったのになあ」

「帰った当初は食べるたびに涙出ましたよ、私」

「あー、わかるー。匂いが苦手だったのに、今では俺、一番の好物になったわー」

　狩野もうなずく。ほわほわとした茶色がかった前髪がその動作にあわせるように揺れた。

「いいの、カノさん」

　隣の席の植うえ木きに腕をつつかれる。

「え、なんですか？」

　植木は五十過ぎにして南極を目指した女医だった。安定感のある体格と気っぷのよさから、この越冬隊でついたあだなは「植木の姐あねさん」である。

「亜久津くんよ。積もる話があるんじゃないの。カノさん、仲良しだったじゃない」

　そう言われると冷や汗が出る。

　仲良し。その一言で済まされる関係であれば、屈託なく彼を隣に座らせることができたものを。

「いや、いいんですよ。特に話すこともないし」

　そう言ってビールジョッキを手にする。うかがい見れば、亜久津もビールを飲んでいた。

　彼は、帰って以降は東京で研究開発職についていると隊員の誰かが噂していた。だから、なのか。あの手は。南極にいた頃、機械油を落とすために荒れていた手は、今はすっかりきれいになっている。けれど、ジョッキを持つ彼の無骨な指の形は記憶にあるままで、それにされたことを否応なく思い起こさせる。

　──狩野さん、いい？　俺はもう、よすぎて……出そう……っ！

　快楽の頂点に歪む顔さえ。

　何を考えているんだと自分を叱しっ咤たするのだが、彼が話している口元を見ればそれがどう動くかとか、唐揚げをのせたあの舌が自分のペニスに絡んだこととか、そしてまた自分も、彼のそりかえったたくましい性器に手のひらを、そして唇をつけたこととか。そんなことばかりを思い出してしまう。とんでもなくはしたない人間になったみたいだ。

　成人した男子なのだから性的なものに興味があるのは当然としても、欲望は自分のすべてに染み通るように滲んでいて、切り替えが上手くできない。このまま支配されてしまいそうだ。

「ちょっとトイレ」

　小声で言い置いて席を立った。

　特に差し迫った生理現象があったわけではなかった。少し考えごとをしたかっただけだ。

　個室トイレの蓋の上に座り、肩の力を抜く。

　当初の自分たちは、確かに単なる「仲良し」だった。越冬隊の中では比較的、年の近い、気の合う仲間に過ぎなかった。

　あの日まで。

　狩野が南極で遭難したときまでは。







　南極大陸。日本の約三十七倍の広さがあり、大部分を厚い氷に覆われているこの大陸は、南極条約に守られた「地球で唯一のどこの国の領土でもない場所」だ。

　日本の南極基地はリュツォ・ホルム湾の東オングル島にある。極点からは遠いものの、比較的温暖なこの場所は、夏には雪氷が溶け地面が露出するほどだ。基地は耐寒プレハブ構造の建物七十棟ほどで構成されている。最初に基地を上空のヘリから見たときの狩野の印象は「僻地の飯場みたい」だった。

　二つある居住棟は、食堂や医務室のある管理棟や共同風呂のある発電棟と連絡通路で繋がれ、外気にふれずに暖かいまま移動できる。建物内部には木がふんだんに使われており、癒やされる。狩野が最初に見たときに感じた素っ気なさからは想像できないほどに快適だ。




　狩野はアシモフやクラークなど古典といわれるＳＦが好きで、越冬にも何冊か持ち込んでいた。亜久津は狩野の部屋にそれを読みに来るようになった。自分の部屋に持ち帰ってもいいと言ったのだが、「なんだかここが落ち着くんです」と、狩野なら余裕で足を伸ばせるベッドに、きちきちに横たわってはページを繰っていた。ベッドの上方には、ときには乾ききらない洗濯物がぶら下がっていたりしたけれど、亜久津はまったく気にしていないようだった。

　南極基地で越冬隊員に割り当てられる個室は四畳半ほどの広さだ。ベッドは高くなっておりハシゴで上り下りする。その下には荷物が段ボールごと入れられるようになっていた。加えて、室内には本棚とクローゼットとデスクが設置されている。高機密と床暖房と三重窓のおかげで、外が極寒のマイナス四十度であったとしても、建物内はシャツ一枚で平気な二十五度を保っている。

　真冬。南極に極夜が訪れる。白夜とは逆に約一ヶ月半の間、太陽が昇らない日が続くのだ。狩野は楽しみにしていたペンギンの観察もできず、室内でブリザードが吠える音を聞いていた。収集したデータをまとめていると、背中側のベッドで本をめくる音。そしていつの間にか寝息。ふいにドアがあく。

「亜久津くん、いる？」

　みなが亜久津が狩野の部屋に入り浸っていることを知っていた。そうだ、あの頃には鍵をかけていなかった。




　遭難事故があったのは、十一月の初め。日本では秋だが、季節が逆の南極では春だ。夕食のあと、ゴミ出し当番だった狩野は環境保全隊員と共に生ゴミを搭載したトラックで、食堂のある管理棟から数百メートル離れた焼却炉棟に赴いた。夜十時とはいえ白夜が近いため、まだ充分に明るかった。気温もマイナス一桁で、南極の厳しい寒さに慣れた狩野には暖かいと感じられるほどだった。

「ご苦労様です。ここはもう、いいですよ。トラックは俺が返しておきますから」

　環境保全隊員にそう言われて、素直にうなずき、狩野は徒歩で居住棟に帰ることにした。ほんの数分の距離だったが、道半ばまで雪の上を歩いたときに、足を取られた。強風が吹いたのだ。ひやっとした。

「これ、もしかして……」

　越冬隊員を悩ませる、年に五十日ほども訪れるブリザードの、あまりにも突然な来襲だった。足早に管理棟に向かうのだが、あっという間に雪と風は強くなり、横殴りの飛とび雪ゆきに目の前が霞んでいく。すぐ目の前にあったはずの管理棟が、降る雪の壁の向こうになる。ホワイトアウトが起こっているのだ。

　狩野は慌てて各棟の間に張ってある「ライフロープ」と呼ばれる綱をつかむ。これさえ握っていれば、遭難することはない。だが、次の瞬間、風速五十メートルを超える強風が、百七十センチ、六十二キロの狩野の身体をいとも軽々と浮き上がらせた。

「あ……っ！」

　ロープから手が離れた。そのままころがっていった先は、南極の強風を吹き抜けさせるため高床式になっている居住棟の下だ。吹きだまった雪の中に叩きつけられる。

「う……」

　もがいても柔らかく粘度のない雪は水のように狩野を溺れさせていく。自分の顔色が変わるのがわかった。緊急事態に陥ったことを、はっきりと理解した。

　羽毛の防寒着を着てはいるが、荒れ狂うブリザードを想定した格好ではない。すでに寒さに鼻先と耳が痛くなってきていた。このままでは早晩凍傷になる。いや、それどころか低体温で動けなくなり、そのまま……──。

　この上は居住棟だ。誰かの部屋で、二十五度の暖かさで、もしかしたら個室に他の隊員を迎え入れて談笑しているかもしれない。その人はまさか。こんなところで。狩野が危機に直面しているなんて、考えてもいないことだろう。

「誰か！」

　大声を出した。居住棟の支柱を手袋のまま叩いてみた。だが、うなる雪嵐の前には虚しいものに過ぎなかった。しまいには喉と手が痛くなってきた。

　近いから、すぐだから、天気予報では晴れと言っていたから。つい、連絡のための無線機もライフロープに繋ぐためのカラビナも持たずに出てしまった。

　このブリザードだと、きっと隊長から外出禁止令が出ただろう。即座に総員点呼がされて、自分がいないとわかれば探しに来てくれるはずだ。だが、ここに辿り着けるのか？　まさかこんな近くにいるとは思わないのではないだろうか。

「おーい！」

　叫ばずにはいられない。答えるのはブリザードの吠え声ばかりだというのに。次第に声を出す力も尽きてくる。もがくこともあきらめて、ただもう、この身体が飛雪に埋もれていくのを感じている。そのとき、狩野の耳に聞こえてきた。

「……ん、狩野さん！」

「ここ、こっちだから！」

　言いながらずり上がろうとするが、身体はむなしく元の吹きだまりに引き戻される。

　ぐっとブリザードの中から手が伸びてきた。分厚い手袋に包まれた手だ。その手を掴む。

　あ、亜久津だ、これは亜久津の手だ。

　手袋越しなのに、それがわかった。それは強く狩野の手を、決して離すまいというように握る。続いてもう片方の手のひらが、腕に、肩に、確認するようにふれながら、脇の下に入ってきた。引き上げられ、強く抱きしめられる。彼の、自分より２サイズは大きな防寒服にすっぽりと包まれたかのようだった。

　暖かさに安堵する。ブリザードの風もいくぶん弱まった、そんな気がする。

「よかった、よかった、狩野さん……！」

「亜久津……」

　あのとき、亜久津は泣いていたのではないかと思う。大きな身体で自分を抱きしめ、滂ぼう沱だの涙を流していたのではないかと。よく見えはしなかったけれど。

「あ！」

　彼はすぐに我に返ると手袋をした手で自分の顔をこすり、狩野をその身体に密着させ、二人一緒にザイルを巻いた。

「狩野さん、いたから！」

　亜久津は無線で話をしている。悪天候ゆえに聞き取りにくいらしく、何度か聞き直していたが、彼は大声で怒鳴った。

「引いて下さい！」

　ずずっとザイルが二人の身体ごと引かれる。

「いい？　俺に掴まっててよ？」

　亜久津の腰からはザイルが飛雪の向こうまで伸びている。強い力で引かれ、二人は居住棟の下から脱出した。

　風がほんの少し、弱まった。視界が数メートルまで回復する。ザイルの端は、ライフロープではなく、わざわざ移動してきたのだろう雪上車のバンパーに繋がれていた。総重量十一トン、オレンジ色の雪上車は、ずんぐりした箱形の、キャタピラーつき消防車といった外観だ。そしてザイルを引っ張っていたのは、基地で緊急の仕事のないもの全員、すなわち「手空き総員」だった。みな、自分自身をカラビナとザイルで雪上車にくくりつけて、亜久津と狩野を、必死に引いている。

「カノさん！」

「狩野！」

　顔まで覆う重装備なので誰が誰だかわからない。べたべたと身体中をさわられる。

「はいはい、あとあと！　早く帰ってカノさんの診察だから！」

　そう叫んだのは、「植木の姐さん」こと女医の植木だった。




「鼻のてっぺんに凍とう瘡そう、つまりしもやけだね。凍傷にまでならなくてよかった」

　管理棟の医務室で植木は、久しぶりの患者に張り切っているかのようだった。ついてきた越冬隊長が横でほーっと息を吐く。

「よかった。よかったよ。うん。よかった」

　ぽんぽんと肩を叩かれる。

「みんな食堂で狩野くんのこと心配してるから、伝えに行ってくるよ。診察が終わったら狩野くんも顔を見せてやって」

　隊長が医務室から出て行ったあと、植木は言った。

「軟膏を出しておくからお風呂でよく温まってから塗るように。外に行くときにはちゃんと鼻先まで覆ってね。短い距離だからって油断しないのよ」

　はい、とうなずくしかない。

「あのブリザードの中、あと数十分放置されてたら凍傷どころか低体温でカノさんの命が危なかったよ」

「……ですよね」

　もうこちら側に帰ってこられないかと思った。建物内は暖かくて安全だ。だが、南極はつい半世紀前までは前人未踏の地だったのだ。侮ってはいけない。

「ま、よかった」

　植木は老眼が進んでいるのか、眼鏡を上にあげると、しかめつらしながらカルテに文字を書き込んでいく。

「亜久津くんに礼を言っといたほうがいいよ。あたし含めてほかのみんなはもっと海側に飛ばされたと思ったんだけど、あの子が部屋の下にいるって言い張って雪上車を移動させてきたんだから」

「そうします」

　彼を探しに行こうと思ったのだが、その必要はなかった。亜久津は医務室のドア前にスウェット姿でしょんぼりと立っていた。

「狩野さん……」

　亜久津は、狩野自身よりもショックを受けているように見えた。大丈夫だって、と、狩野は彼を慰める。

「鼻のてっぺんにしもやけだってさ。一週間くらい痛がゆいだろうって。それだけ。今日はありがとうな」

「うん……」

　亜久津は狩野が食堂に行ったときにも、共同風呂に入るときにもついてきて、入り口で待っていた。さらには当然のように部屋に入ってくる。まるで忠犬のようだとおかしくなった。しかし、いつもと違うのは、亜久津がベッドに上がらず、落ち着かなげに狭い部屋をうろうろしていることだ。狩野はノートパソコンを開くと、遭難事故再発防止のための反省文をフォーマットに則って書き始めた。

　気を遣ってか、亜久津はようやくベッドに上がった。だが、本を読むことも眠ることもせず、狩野を見つめ続けている。

　なんだかやりにくい。気になってしまう。

　反省文を書き終わって椅子の上でのびをした。背後を見ると、亜久津と目が合った。彼は帰る様子を見せない。

　しょうがないなあ、と、狩野は苦笑した。

「一緒に寝るか？」

　彼があまりにしょげているので。自分よりもだいぶめげているので。そう言ってやると、彼は返事の代わりに慌てて奥に身を転がし、半分のスペースを空けた。

　狩野は湯上がりに着たＴシャツとイージーパンツのまま、ベッドによじ登った。

「静かにな。ほかの人たちはもう寝てるんだから」

「はい」

　亜久津に抱きしめられた。あのブリザードの中でのように。すがるみたいに。

　この場に誰か入ってきたら、さぞかし奇妙に思うだろう。大の男が二人して、狭いベッドにぎゅうぎゅうになって抱き合っている。でも、しかたない。

　亜久津が自分のことを離さない。

　彼が弱音を吐く。

「もう会えないかと思った……」

　おおげさな、と笑えるのは、こうして無事でいるからだ。

「亜久津が来てくれて助かったよ。よく僕が、あそこにいるってわかったね」

「俺、夕飯のあと、この部屋にいたんですけど、部屋の下から人の声が聞こえた気がしたんです。それで、総員点呼のときに狩野さんがいないっていうから、すぐに思い出して。あそこで見つからなかったら……──もっと遠くまで飛ばされちゃってたらと思うと……──」

　亜久津はその胸のうちに強く狩野を抱き込む。そうして守っているとでもいうように。

「今度から絶対に無線機を持っていって下さいよ。それから、身体をカラビナでライフロープに結んで下さい」

「わかった、わかった」

「本当に、ちゃんと」

「うん」

　背中を撫でてやる。

「なんだよ。まるで自分のほうが遭難したみたいだな、亜久津は」

　彼の熱い、子供のような体温が心地よい。こんなに誰かとくっつくなんて、いつぶりだろう。南極に行くと言ったら別れを切り出された彼女以来か。いや、恋人や親とだって、こんなに隙間なく密着したことは記憶にない。

「狩野さんを見つけられなかったら、俺はもうだめだったよ」

　何がどう「だめ」だったのか。知ることなく終わったのは幸いだった。もしかしたら、自分はここにいなかったかもしれないのだ。このぬくみを永遠に感じることがなかったかもしれない。そう思うと、今こうして彼に抱きしめられていることが、とんでもない幸運の積み重ねに思えてきて、狩野もまた、亜久津を抱きしめ返した。

　少し窮屈だけれど、亜久津の体温が心地よく、とろんと甘いシロップのような眠りに落ちようとしていた狩野は、ある変化に気がついた。亜久津の呼吸が荒い。不自然に汗をかいている。

「亜久津？」

「ごめん。すみません、俺……っ！」

　彼はそう言って身体を離そうとする。腿に何か当たる。もしやと思って足の角度を変えると、布地ごしにも彼のペニスの高ぶりが知れた。

「勃たってる……」

　ペンギンの身長を測るときと同じ、冷静な声で指摘してしまってから、デリカシーに欠けていたことに気がつく。

「俺、俺……！」

　彼は自分の身体の反応に戸惑っているようだった。泣きそうな声を振り絞る。

「なんでか知らないけど、止まらないんですよ」

「そういうこと、あるよ」

　花は種を残すために咲く。人もまた、生と死の連なりを身のうちに持っている。死を意識したときに性欲が異常に高まるのはある意味、理に適っている。

　それにしてもそれは見事な勃起だった。

「手で、やったげようか？」

　言ってから、なんかすごいことをさらりと言っているな、と笑えてくる。

　とても眠たかったからか。ここまで張りつめてしまったときの苦しさがわかるからか。それとも亜久津に命を助けられたせいなのか。

「うあ」

　おかしな声を出して腰を引く亜久津のその部分に手のひらをあてがう。

「そんなになってたら寝るに寝れないだろ。……ほら」

　彼のスウェットの中に手を入れる。

「あちぃ……」

　そこはねっとりと蒸れていた。スウェットを下げると彼のペニスが勢いよく飛び出してくる。

「すご……」

　静かにしろと言ったのは自分のくせに、思わず感嘆の声を漏らしてしまう。

　亜久津のペニスを初めて見たわけではない。基地には発電棟の廃熱を利用した循環式の共同風呂があり、浴槽は詰めれば六人が入れるほどの大きさがある。亜久津と風呂が一緒になったことは何度かあって、そのときにはもちろんお互い全裸だった。

　けれど、こんなふうに血を集めて臨戦状態にあるところは、ついぞ見たことがない。ぱんぱんに張りつめたそれは腹側に、いっそ惚れ惚れするくらいにそりかえっていた。

　おそるおそる、指先でふれる。性器の先端がぶるっと震えて、射精したかと思ったが、そうはならず、亜久津をうめかせただけだった。

「そんなの生殺しです。どうせやってくれるのなら、もっと強くお願いします」

　亜久津は涙目で訴えてきた。わかったよ、と、言いながら、指を絡みつかせる。狩野は動物生態学を研究している。そのため、ほ乳類のペニスはたくさん見てきたけれど、生きたヒトのペニスを手のうちに握るなんて初めてだ。上手く射精に導けるか自信がない。自分がするときを思い出しながら、指の輪で彼のペニスを上下にこする。

「こう？」

　先端の段差を越えるときに彼の喉奥からくぐもった声が出た。ここが弱いのかと合点して、カリと裏筋が交差する、少し切れ込んだところを親指の先でぐっと押し上げた。

　彼が切ない声をあげた。

　おもしろくなって、緩急をつけてやる。強くこすり上げたかと思うと、ふいに力を抜き、ふれるかふれないかでとどめておく。彼が「やばいです」とぶるぶるしながら告げた。

「声、出ちゃいそうです」

　そう訴えてきたので、とっさに口を塞いだ。自分の、唇で。

　キスをしてしまったのだと気がついたときには、彼の唇が動き、おずおずと、しかし次には大胆に舌が狩野の口の中に忍び込み、絡みついてきた。

　ずきんと身体の中心が疼き、彼のペニスを弄いらう手を止めてしまった。叱るように軽く舌を噛まれて、我に返る。ぎゅっと握り込むと舌は再び柔らかく絡んできた。

（うわ……）

　気持ち、いい。女の子とキスするときは、向こうを気遣いながらことを進めるばかりで、あちらが攻めてくることはなかった。

　翻弄される、快楽。

　指を動かす。手のうちで張り詰めたそれが粘い音を立てる。いやらしい音だ。耳から犯されているかのよう。

「ん……」

　鼻から息が抜けた。自分の前も硬くしこっている。右手がふさがっているので、亜久津の腰にこすりつけた。昔、自分のうちで飼っていた雄犬は、きちんと去勢するまで、人の足でカクカクと腰を揺すっていた。そのしぐさを笑って悪かったと心のうちで謝る。今、自分だって同じことをしている。

　亜久津の手が、服の上から狩野の身体を這った。温かい、手のひら。

　彼は狩野のペニスを、イージーパンツの上から揉み込んできた。

「亜久津……」

　唇を離して小声で訴える。

「ちゃんと、これ、出して」

　そうじゃないと、服を着たまま達してしまいそうだった。

　亜久津はイージーパンツをずらすと、ためらいもなくペニスをまろびださせる。狩野のペニスはいっそ無邪気なほどに悦び、もっと、達するまで亜久津の指に追いつめられたいと訴えていた。

　腰を突き出すと、互いのものがこすれあった。彼がカリの段差に弱いことを思い出し、自分のペニスの先を押しつけてやる。

「は、あ……！」

　声をあげそうだったので、またキスをした。手で二つのペニスを握り込む。

　なんだこれ。なんだこれ。めちゃくちゃいい。

　亜久津は狩野の尻の両たぶに手を置いて、自分も腰をうごめかす。狩野の身体全部が熱くなって奥からじんじんと塊みたいに欲望の熱が押し上がってくる。

　ああ、まずい。

　このままではベッドを汚してしまう。洗濯機を使える当番はあと三日後だ。ティッシュは今までノートパソコンを使っていたデスクの上にある。どうしよう。狩野は咄嗟に、頭上に干してある自分の靴下に手を伸ばした。

「ここに……！」

　ウールの靴下の片方を二つのペニスにかぶせる。まだ半乾きの毛織物の感触はいきものっぽくて、その中でずくずくと性器を押し合って、同じ何かと番つがっている錯覚を覚える。

　狩野の手のうちで布ごしに亜久津のペニスが脈打った。ああ、と思った瞬間に自分も絶頂を迎えていた。二人分の精液が厚手の靴下の中、こぼれそうになっている。

　狩野は慎重に自分のうなだれたペニスを抜く。

「いい？　亜久津はそれ、そのまま持っててよ？」

「あ、はい」

　狩野はベッドのハシゴを下りるためにイージーパンツを蹴り脱いだ。

「ティッシュをとってくるから」

　そう言って尻を向けると、亜久津が「う」と声をあげた。振り向くと、真っ赤になって凝視している。

　今、キスをして。手でこすり上げて。互いのものを高めたじゃないか。なんで照れているんだ。

　その靴下の中ではサンタさんのプレゼントならぬ、自分たちの精液が、すでにどちらのものともわからぬほどに混じり合っているというのに。

「亜久津……」

　改めて見てみると、彼はまるでペニスケースのように、厚手の靴下を性器にかぶせたまま両手で捧げ持っている。その格好が滑稽で、吹き出してしまう。亜久津は恨みがましげに狩野を見た。

「笑うなんてひどいです。持ってろって言ったのは、狩野さんなのに」

「ごめん、ごめん」

　まだ笑いの余韻を残しながら、狩野はベッドから下りるハシゴに足をかけた。




　それから。

　何度もした。極寒の地の個室で。互いの性器を握り、さすり、指で刺激して放出した。

　何度も何度も何度も何度も。

　ほとんど毎晩。

　彼の足音がして、部屋に入ってくる。そうして後ろ手に鍵を閉める。

　亜久津はゴムを持参するようになっていた。そんなものをどうして持っていたのかと聞いたら、一人でやるときに汚したらまずいと思って、念のため持ってきたのだという。そういえばと探すと、万が一のときに使えと友人が冗談混じりに突っ込んだゴムの箱が狩野の段ボールの中からも出てきた。実際は女性は化粧をしないし、どんどん親しく近くなっていって、同僚というより姉のような存在で、とてもそんな雰囲気にはならなかったのだけれど。これを入れてくれた友人も、こんな形で役に立つとは思っていなかったに違いない。

　ゴムはパッケージから出すと潤滑剤ですでにしとど濡れている。キスをしながら互いのペニスにそれを装着する頃には、もう息が荒くて。芯を持ったペニスは、ただ解放を望んでいた。

　狩野が亜久津のペニスの形を手で覚え、あの弱いところ、裏筋の先端近く、くぼんで三角に切れ込んだ部分を親指の先でこすり上げながら耳を噛んであげるといくとか。自分はキスをされながら性器の根元を優しく愛撫されると腰が揺れるとか。そんなことを学習した。

　互いのものを口に含み合ったことさえあった。

　一刻も早くいかさないと、誰か入ってこようとしたら、鍵をかけていることを不審に思う。その中でしたシックスナインは切羽詰まっていて、それがよくて、高みを引き延ばしたくて。

　そうだ。自分は、亜久津の精液の味だって知っている。

　彼の足音を聞くと、して欲しくてたまらなく疼くくらいに、飼い慣らされている。




　仲良し、と言い切るにしては、亜久津と自分は近すぎた。かといって、恋人と言えるほど踏み込んではいない。そしてセックスフレンドと名づけるにはドライさに欠けていた。曖昧なまま、翌年次の越冬隊に居住棟を明け渡してからは一度も互いにふれあわず、ほとんど言葉も交わさず、成田で解散したのちは連絡を取ることもなかった。

　亜久津の、携帯番号は知っていた。向こうもそうだ。連絡しようと思えばできたはずだ。それをしなかった。二人ともが。

「うん」

　ぱん、と顔をはたく。居酒屋のトイレで腰を下ろしていた蓋から立ち上がり個室を出て、手洗いの鏡を見る。

「大丈夫」

　普通だよな。特におかしなところはない。

　トイレから出て角を曲がるとき、人とぶつかりそうになった。

「すみません」

　謝ってから、相手が亜久津なのに気がつく。

「あれ、亜久津もトイレ？」

「ええ、まあ……」

　彼はこちらを見ようとしない。

「ごゆっくり」

　言ってからおかしくなる。ごゆっくりってなんだ。

　ちょっと、恐かった。今日が来るのが。亜久津と再会するのが。

「恐いとか……」

　なんでだろう。とても恐れていた。亜久津は体格はいいが、気の優しい男なのに。

　彼を連れてアデリーペンギンの営巣地ルッカリーに赴いたことがあった。岩場に辿りついた途端に一斉にペンギンが亜久津に群がってきたっけ。基本、南極の動物はヒトを恐がらないのだが、それにしてもあの人気ぶりは凄まじかった。「ペンギンからは五メートル以上離れなくてはならない」という南極条約に引っかかりそうになり、健脚を披露して逃げたのは亜久津のほうだった。

　ふふっと当時を思い出して狩野は笑った。

　──楽しかったなあ。

　過去形。ああ、そうか。自分はここに確認しに来たんだ。亜久津にとってあのことはもう過去なんだって、自らを納得させに来たんだ。

　こんなに胸騒がせる足音をさせる亜久津なのに、もう僕のものじゃない。抱きしめたり、キスしたり、いやらしい気持ちいいことをしてくれたりしないんだ。

　僕が、どんなに望んでも。




　電車に三十分ほど揺られ、駅からは歩いて狩野はアパートに帰りついた。

　植木が音頭を取って、二次会に行くと言っていた。もしかして、亜久津も行ったかもしれない。誘われれば断れない男だ。

　狩野の部屋は一階だ。鍵を取り出し差し込んだところで足音に気がついた。この足音。大きい身体を申し訳ながるような、慎重な、ひそやかな、リズム。

　どうして、と思う前に身体が反応していた。恋しいと言っていた。その指が、唇が、舌が、懐かしくてたまらないと。

　亜久津が、アパートの廊下をこちらに歩いてきた。薄手のジャケットを手に持っている。シャツ姿で、たくましい肩が少し窮屈なのが見て取れる。彼は難しいことを考えているかのように眉根を寄せていた。

　狩野はドアノブに手をかけたまま、彼の足音が近づくのを待った。

　鼓動が、うるさくなっている。自分の心臓の音が。このまま飛び出してしまうのではないかと思うほどに、激しい。

　亜久津が、止まった。

「あの」

　彼は相変わらず狩野の目を見ない。

「ここの住所を、南極越冬隊のＯＢ会名簿で見て」

「うん」

「狩野さんの住んでいるところってどんなところかなって。しょっちゅうバーチャルマップで見てたんで、すぐにわかって。あの、角のとこ、店、変わったんですね。洋食屋だと思ったら、ラーメン屋だった」

　狩野の背は亜久津の鼻先ぐらいだ。やや、見上げる形になる。

「ねえ、亜久津」

　不満を口にする。

「こんなところまで来て、角の来々軒の話？」

　ジャケットを持っていないほうの手で亜久津は自分の髪を乱した。

「俺、ずっと、考えていたんです。南極でのことはなんだったのかって」

「うん」

　吹く風は、初夏の緑の匂いに満ちている。

　けれど、束の間、戻った気がした。外ではブリザードが吹いていて。その中、必死に抱き合って、互いを高めて、キスをした、あの日に。

「俺は、あなたが無性に欲しくて。あなたは俺に応えてくれて。どうしてそうなったのか、あれがなんだったのか。わからなくて。でも、さっき、狩野さんを見て、わかったんです」

　亜久津が、こちらを見た。まっすぐに。射貫くみたいに。

「俺は、あなたが、好きなんです。ただ、それだけ。ほんとにそれだけ、なんです」

　ああ。

　狩野の顔の筋肉が、どういう形を取ればいいのか、悩んでいる。

　笑う？　泣く？　怒る？

「ひどいよ」

　ひどい。半泣き笑いで訴えた。

「ずっと待ってたんだ」

　この足音が近づいてくるのを。愛しい男が自分を抱きにくるのを。

「待っていたのに。携帯に電話もくれないし、会いに来てもくれないし。今日だってろくに目も合わせてくれない」

「すみません」

「もう、僕のことはいらないのかと思ってた」

「そんな」

　少しだけ狩野は意地悪な気持ちになった。

「君のこといらないって、もしそう僕が言ったら、どうするつもりだったの？」

　亜久津は視線を外した。

「そうしたら、キスだけ、させてもらおうって」

「何それ」

「そうしたら、わかってもらえるかなって」

「じゃあ、わからせてよ」

　そう言って、ドアにもたれてキスを待った。唇が重なる。

　足音を聞いてから、期待していた身体は、なんとも素直に、彼に反応していた。舌が入ってきて、そうしていきものみたいに互いを探って絡まり合う。

　これが欲しかったと、狩野の身体が訴えている。熱が奥から押し寄せる。軽いリップ音を残して、唇は離れた。亜久津の目の中によりいっそうの懇願を認める。

　ねえ、抱きしめさせて。さわらせて。さらに深く口づけさせて。

　亜久津、と、彼に語りかける。

「キスしちゃえばチョロいって、僕のこと、思ってたんだろ」

「そんな、ことは」

　ドアをあける。彼を招き入れた。２Ｋのアパートの部屋は、入ってすぐ右が台所で、左がバスルームになっている。靴のまま、床に亜久津を引き倒した。彼はおとなしくされるがままになっていたが、下から不安そうに狩野を見上げてくる。

　彼に教えてやる。

「それ、あたりだよ。チョロいんだよ、僕は」

　そう言って靴を脱いで彼にのしかかり、キスをしながら互いの性器を服の上からこすり合わせた。

「……きつい」

　狩野の下で、亜久津がうめく。

「あ、あ、そんな」

　ペニスがそうとわかるほどスラックスを押し上げている。

「これ、自分で、外に出せる？」

　横に並んで寝っ転がった狩野は、不自然に押し上がった彼のファスナーを布の上から指先で引っ掻く。

「そうしたら、手で、してあげる。亜久津のいいところ、ちゃんと、わかってるから」

　亜久津はもどかしく脱ぎながら、狩野さんもと乞う。狩野は自分のチノパンの前をくつろげた。二人ともがボトムを膝までおろした不自然な体勢で、互いのものをさわり合う。

　狩野は彼の、露のしたたっている硬いペニスの、先端の段差、一番弱い部分を、親指で撫でてやる。亜久津は狩野のペニスを両手で包み、根元から幹を撫でさすった。

「ん、あ……」

　狩野の口から声が漏れる。ドア、鍵をかけたっけ。ああ。腹の底から笑えてくる。あのときみたいじゃないか。南極で自分の部屋で、亜久津と抱き合ったときと。足音がして、彼がドアを閉めて。そのときにちゃんと鍵をかけたのかが、いつも気になった。

　キスをされる。彼とのキスが好きだ。亜久津のそれはねちっこくて。舌を絡ませて何度も、もっと、と求めてくる。それが狩野の身体全部を彼に向かって開かせていく。

　僕ももっとねだっていい？　もっと欲しがっていい？

「亜久津」

　身体を離す。

「あ、あ、何？」

「動かないでて」

　自分の足からチノパンを抜き取ると、寝そべっている彼の上に覆い被さった。そこに自分のペニスをこすりつけた。二人の性器は、ぬちぬちと密着して粘い音を立て続ける。

「あ、ひ……」

　たまらないというように、亜久津が逃げかけるのを押さえつける。亜久津が本気を出せば狩野など、いとも簡単に跳ね飛ばされてしまうだろう。だが彼はそうしない。おとなしく我慢して、腰が勝手に、彼の意思とは関係なく揺れているのが、もう、最高に可愛かった。自分が亜久津を犯しているかのような錯覚に陥る。

　こんなに大きいのに。ペニスだって立派なのに。

「もう、無理……！」

「いいよ。ほら、出しちゃえって。フローリングだからいっぱい出しても大丈夫」

「あ、あ、あ……っ！」

　彼は背中をのけぞらせて下から狩野を突き上げた。

「きもちい……！」

　彼が精液を放出する。飛沫が勢いよく、上で腰を動かす狩野のシャツにまで散った。

「ああ、俺……」

　床に沈むみたいに、そのペニス同様に亜久津は脱力していた。狩野はかまわずに彼のうなだれたペニスにめり込ませるようにしてまだ硬い自分の性器を押しつけて、そして、ぶるりと身を震わせ、息と共に己の中の欲望の塊を押し出した。




　二人はごろりと、並んで床に横たわっていた。

「これ、入るのかな……」

　うわごとみたいに狩野はつぶやいた。亜久津の、まだ硬さを取り戻していないペニスを弄びながら。

　がばっと彼が起き上がる。

「え、今、なんて！」

「うん。ずっとね。ずっと思っていた。そうしたらどうなるかなって。亜久津は？」

　身を半分起こしながら狩野が訊ねると、亜久津は目をそらして「それは、その……」と口ごもる。

「ちゃんとこっち向いて」

　彼に確認する。

「したくないの？」

　亜久津にとって狩野と目を合わせることは、とんでもなく気力の要ることらしい。苦労してそうすると、カーッと赤くなった。また視線を外して、それから小さく「したいです」と答える。




　部屋のユニットバスは狩野が足を曲げるくらいの狭さだ。交互にシャワーを浴びる。狩野が身体をバスタオルで拭きながらベッドのある洋室に赴くと、亜久津は見るからに緊張した状態でベッドに腰掛けていた。

　熱狂が去ったあとの、この、むずむずするような照れくささはなんだろう。狩野はパンツ一枚で、亜久津は貸したバスタオルを腰に巻いた格好だ。明日の朝には彼のサイズのパンツを買いに近所のコンビニに行ってこよう。

「なんか。初夜って感じだね」

　隣に座りながら雰囲気をほぐそうとそう言ったら、亜久津がこのうえなく真面目な顔で「俺はそのつもりです」と言ってきたので、不覚にも胸の奥が絞られるみたいに甘くときめいた。

「暗くしてもいい？」

　ベッドの上に立ち上がって常夜灯にしようとした狩野の腰に亜久津がしがみついてきた。

「だめです」

「なんで？」

「俺、男の人相手は初めてなんで。ちゃんと見てやらないとうまくできないと思うので」

　しかたない、と、ベッドに横たわり、さきほどとは逆に、下から亜久津を見上げる。そういえば、あの最果ての地で彼と抱き合ったときには、灯りがどうとか、考えたこともなかった。彼がああ、と真剣な顔をして狩野の脇腹を撫でてくる。

「狩野さんってこういう身体してるんだ」

「もう、くすぐったいよ」

　狩野のほうも、こんなにまじまじと彼の身体を見るのは初めてだ。

「亜久津の身体は、立派だなあ。よく鍛えてたもんな」

　真冬、極夜の基地でも、外出禁止令さえ出ていなければ、亜久津は周囲を走っていた。あそこで彼はクロスカントリーもしたし、なんと、基地にあった自転車で走り回ったことだってある。肩口から胸まで、きちんと筋肉がついている。きれいな身体だなあ、と感嘆して彼の胸に手を当てる。

「あ」

　上から亜久津が声を漏らした。

「うん？」

「そこ、だめみたいです、俺」

　胸の突起にふれると、腿が動く。腰が砕けそうになっている。おもしろがって繰り返していると、亜久津に両手をとられてベッドの上に押さえつけられた。逆に彼のほうに、ちろ、と胸の先を舐められて確かに感じるんだと思い知る。いつだってさわるのはペニスばかりで。こうやって落ち着いて上半身にふれたことはなかった。

　亜久津の頭を抱えてふふっと笑うと、彼がこちらを見て怪訝な顔をした。

「なんですか？　何、笑ってるんですか？」

「だって、くすぐったい」

「くすぐったいだけ？」

　彼は狩野の小さな乳首を唇と舌でこね回す。

「ん……あの、」

　うまく説明できない。キス、しているときみたいだ。互いに放出し合うだけの、ただ欲望を昇華するときとは違う。こうしていると……──

「愛されてる感じ？」

「……よかった」

　亜久津がくしゃりと笑み崩れる。

「ちゃんと、伝わってて、よかったです」

　くっと足を広げられ折り曲げられた。腰の下に枕を突っ込まれる。全裸を見られるだけでも抵抗があるのに、赤ん坊のとき以来、したことがないような姿勢を取らされている。

　亜久津はがちがちに緊張している狩野を見て、キスを、してきてくれた。

「ん……」

　大好きなキス。亜久津のやり方。舌を絡ませて、互いの口の中を探る。中でも好きな、上顎の前の部分、前歯に向かってカーブしているところをとろとろと、何度も、ゆるく舐めてくれた。

　身を離した亜久津がベッドの下の小さな袋から取り出したのは、オレンジ色のパウチだった。注入できる形になっている。何をするものなのか、容易に見当をつけて、狩野は素直な感想を述べた。

「用意がいいんだな」

「あの。もしかしてって。その」

「責めてるわけじゃないよ。それって僕のほうに使うんだろ？」

「あ、はい。失礼して……」

　腿の裏を押し上げられたと思うと、受け入れる場所につぷりとパウチの先端が押し当てられた。

「ん？」

　なんだろう、これ。中に入ってきた液が、粘膜にふれると熱を持つ。亜久津がパウチの袋を見ながら弁明する。

「なんか。温感タイプってあったんで、冷たくなくていいかなって思ったんですけど」

　冷たくない、なんてもんじゃない。

「あっつい。あっついよ、中。とって。これ、とって」

　じりついて腰をこすりつける。

「害はないってあったんだけど。大丈夫ですか？」

　おろおろと亜久津が指を中に差し入れてきた。本当だったらもっと時間をかけて慣らすべきなのだろうけれど、差し迫った狩野の声に誘われるみたいに中を掻き回してくる。熱くもたついたところを彼の無骨な指で刺激されて、頼むからもっと強くしてとねだる。亜久津の呼吸が荒い。こらえているのがわかる。指を増やされ、二本が出入りする。さらに奥の、一番ぼってりとした、むずがゆさすら感じるところを思い切りなぶって欲しいのに、届きそうで届かない。下半身に目を向ければ亜久津のペニスは屹立してそりかえっている。

　あれを挿いれて、このもどかしいところを突き上げてもらったら、どんなに気持ちいいだろう。

　狩野は亜久津の腕を掴む。腰を浮かせてこすりつけて、この奥に、と訴える。

「もう、指はいいから。亜久津ので、中、ぐりぐりってして」

　切羽詰まると、人はこんなことまで口にしてしまうのか。このじくじくした歯がゆさに耐え続けるぐらいなら、いっそ苦痛のほうがマシだった。

「あの。ちょっと待って」

　彼が自分のペニスにパッケージから取り出したゴムを装着しようとするが、指が震えて、何度か失敗した。つけてあげようと手を伸ばすと「だめだから」と彼に退けられた。

「狩野さんにさわられたら、出しちゃいそうだから」

　ようやく根元まで、ゴムが引き下ろされる。その上に彼は、ボトルから出したジェルをたっぷりと塗った。

「い、いきます」

　抗ったり、たとえふりだとしてもいやがったり。そういうことができる状況ではなかった。できるだけ挿いれやすいように両の足を開いて迎え入れる。

「あ？」

　先端が窪みにふれ、まさに挿入を果たそうとするそのときに、亜久津が身を引いた。思わずその頭をはたく。

「ここまで来て焦らすとか、どういうつもりだよ？」

「あ、そ、そんなんじゃ……」

　ふざけるな。こっちは、そんな余裕なんてないんだから。

「いい加減にしろ！　早く、早く来て！」

　無我夢中で叫ぶと、亜久津が腰を突き出してきた。それに合わせて尻を浮かせる。亜久津は最初から、大きく腰を使う。指が届くより奥へと進入してきたときに、いきなり「それ」がやってきた。彼のペニスの先が狩野の狭い内部を腹側に押し上げて、過去に一度も知らない感覚をもたらした。

　思わず、ああ、と声が漏れた。

　二人ともが、顔を見合わせる。

「今、狩野さんの中、すごいびくびくした」

「え、僕？　僕なの？」

　今の動きを、亜久津はていねいになぞる。

　ゆっくりと押し入り、引く。むずがゆい部分を引っかかれる。

　また。

　なんだろう、これは。強いて言えばくすぐられている、に近い。こうされるとどうしようもなく息が乱れる。自分では制御できない。指を亜久津との身体の境目に入れて探る。自分のペニスが張りつめていて、ふれたときの甘い痺れはまさしくさっき彼が与えた感覚と連動していた。

「ああ、わかった」

　狩野は笑った。

「え、え。なに」

「亜久津。そこ、僕のイイところなんだよ。僕、感じてるんだ。すごく」

　狩野はご機嫌になる。自分の身体の内側に、こんなところがあったなんて。亜久津のものがこすり立てるたびにこの形が好きだと歓喜するところがあるなんて。なんて素晴らしいんだろう。

　ねえ亜久津も嬉しい？　それを腰を揺すってねだることで示す。

「あ、も……」

　亜久津は半泣きになりながらも、耐えてこの身体から快楽を引き出す。

　もっともっと、夢中になって。僕で遊んで？　ほかのことなんて全部忘れて、ただ僕の身体だけに没頭して？

　亜久津が低くうめいた。

「くっ」

　さらに大きく、膨れあがる。角度を変えて自分の中で暴れている彼に、必死についていく。

「亜久津、亜久津……！」

　彼の背の、肩甲骨の窪みを探して、そこに指の先ですがった。呼吸が激しすぎて口を閉じることができず、唾液が口の端を流れるのをわかっていても止めようがない。ただもうこの焦れったさを、いらだたしいほどじりじりと追いつめられた弾ける寸前の熱の塊を、解放したくてたまらない。

「ん……っ」

　荒い息の中、彼がキスをしようとする。口を塞がれると苦しいので、舌を出し、先をふれあわせる。亜久津が狩野のペニスを根元からしごいた。

「あ、あ、それ……」

　舌先が外れる。

　それ、だめ。ひどく弱い。腰と性器にできたエクスタシーの回路は、熱を発しながら全身に広がっていく。

　周囲の空気まで巻き込んで全身がその熱に包まれる。狩野は自分のペニスが精を吐いたのを感じた。

「狩野さん……！」

　亜久津が狩野の身体をぐっと強く抱き込んできた。彼は身を震わせている。吐精しているのだ。長く、長く、己の全部を絞り尽くすみたいに。

　ああ……。

　たった今、達したばかりなのに、奥から余韻めいた疼きがわき起こり、狩野は、二度目の幸福な絶頂を見た。










　数日ののち。

　ここは狩野の勤務する高等研究所ちかくのカフェだ。天気がいいので、歩道に面した屋外テーブルでカフェオレを飲みながら、狩野はノートパソコンで資料を作っていた。

　背後から足音がした。身体だけでなく狩野の全部が、どうしようもなく、溢れんばかりの喜びに満たされた。振り返れば、スーツ姿の亜久津が息を荒くして立っている。

「お待たせしてすみません」

　普段鍛えている彼がこんなに肩を上下させるなんて、どれだけ急いできたのだろう。狩野はノートパソコンをケースにしまい、トートバッグに放り込むと立ち上がる。

「じゃあ、行こうか」

「はい」

「予約の時間にはまだあるから、ゆっくり行こう。ここの店ね、エスカルゴがおいしいんだよ。ビールも世界中のを取りそろえていてね」

　二人して寄り添い歩くと、彼の足音と自分の足音が重なる。なんてすてきな音なんだろう。

　狩野はこっそりと隣の、自分のものである男を、誇らしく見上げた。






東京フロイト







　のんびり起きて、電車に乗る。駅を降りたところにあった酒屋でビールと焼酎を買って、ぶらさげながら歩いていると、ちゅぴちゅぴと高いシジュウカラの鳴き声が聞こえた気がした。

　──えー、まさか。ここ、都内だよ。

　狩野かのうはきょろきょろと周囲を見回す。もう一度、シジュウカラの声は聞こえてきた。

　狩野は恋人の亜あ久く津つの部屋に、泊まりに行くところだった。亜久津の住んでいるマンションのあるあたりは、都内にもかかわらず神社や寺の多いところで、そのせいか空気もなごやかに澄んでいる気がするのだけれど、シジュウカラの声を聞いたのは初めてだ。

　──あの鳥は巣が可愛いんだよね。ふわふわしたドーナツみたいで。

　なんでもかんでも適当に組んでしまうスズメの巣とはえらい違いだ。

　シジュウカラの声を聞けたせいか、漂う大気に花の香が混じっている気がするせいか、今日がとってもいい天気のせいか。なんだか狩野はうきうきしてきている。




　亜久津の部屋はマンションの四階にある。つきあって一年近く、彼の部屋にはもう何度も泊まっていて、自分の着替え一式も歯ブラシも置いてある。自宅に帰る気軽さで合い鍵を使ってドアをあけると、荒い息が聞こえてきた。

　亜久津の部屋は広めのワンルームなのだけれど、その床で、トレーニングウエア姿の彼がスクワットをしていた。

　彼の部屋は、ベッドを除いてはかなりの割合を筋トレ用の器具が占めている。さらに一角には自転車のローラー台が設置されており、トライアスロン用のバイクがセットされていた。

「あ、亜久津。トレーニング中？」

「いらっ、しゃい」

　荒い息の中で亜久津が出迎えの挨拶をする。この息の切れ方を見ると、そろそろあがる頃合いだろう。

　最初は彼の筋トレの熱心さに驚いた狩野だったが、まあ、そういうものだとそのうち慣れた。今は来たときにトレーニング中の場合は、できるだけ邪魔しないようにしている。

　奥まったキッチンに行って冷蔵庫にビールをしまう。ふと、横を見るとベランダの日の当たらないところにブラックスーツが掛かっていた。

　じっと見ているとスクワットを終えた亜久津が声をかけてきた。

「この間、友達の結婚式があったんですよ。クリーニングから上がってきたんで、いったん空気に当ててるんです」

　肩で息をしている亜久津が、狩野の横に並ぶ。タオルで顔の汗を拭いている。

「すみません。カノさんが来るまでに筋トレを終えるはずだったんですけど」

　恋人になってから「狩野さん」だった彼の呼び方は「カノさん」になっていた。

「僕が早く来すぎたんだよ。気にしないで」

　そう言うと、狩野はくんくんと彼の身体の匂いをかいだ。

「ああっ！　すみません！　汗臭いですよね。シャワー浴びてきますね」

　亜久津は風呂場に行ってしまった。

　うーん、と、狩野は腕組みをする。うきうきはぞくぞくに近くなっていた。わくわく？　彼の汗の匂いが、狩野は嫌いではない。まったく嫌いではない。むしろ、この奥底からわき上がるなんとも言えない感じを強くしていく。

　なんだろう。これはいったいなんなのだろう。

「どうしたんですか、カノさん」

　風呂上がりに腰にバスタオルを巻いただけの亜久津が、不思議そうに狩野を見る。いい身体だった。筋トレマニアでトライアスロンが趣味なだけあって、実用的な筋肉がきっちりとついている。

　この身体が、あの服をまとっていたのだ。

「見たい」

　狩野は亜久津にリクエストした。

「はい？」

「亜久津があのブラックスーツを着ているところ、見たい」

　だって、と狩野は駄々をこねる。

「僕、ミッドウィンター祭で厨房係だったんだよ。亜久津の正装姿を見てないんだもん」

「ああ、そうか。そうでしたね」

　狩野の言葉に亜久津はうなずいている。

　ミッドウィンター祭とは、南極越冬隊が冬至──日本では夏至の日になる──の日に行う祭りである。日本の南極越冬基地だけでなく各国の基地で、これから次第に夏に向かっていく、折り返しのこの日を盛大に祝う。極夜が続いて気鬱になりがちな隊員たちの節目であり気晴らしでもある。

　狩野たちの代では、マイナス二十度のなかの露天風呂、有志による劇、空手の模範演技などを開催した。どれも好評だったが、しかし何よりの楽しみはフレンチののフルコースディナーだった。いつもは着の身着のまま、女性陣もすっぴんで働いているのだが、この日ばかりは男性はブラックスーツ、女性はドレスで洒落のめしてテーブルに着く。出てくる料理も伊勢エビのテルミドール、牛の頬肉の赤ワイン煮をはじめとして、日本でも食べたことのないような豪華で本格的なフレンチだ。それをやはり当番の、ブラックスーツに蝶ネクタイの隊員に給仕されながらいただく。

　亜久津は給仕係で、狩野はあいにくの厨房担当だった。あとで担当スタッフ全員でフレンチをおいしくいただいたのだが、そのときはすでに亜久津は上着と蝶ネクタイを外してしまっていたので、ブラックスーツを着た亜久津を見ていない。南極越冬基地の、植うえ木きの姐あねさんを筆頭にした女性陣には彼のギャルソンぶりはたいそう人気だったと聞いた。

「見たい。今なら、お風呂から出たばっかりだし。いいでしょ？」

「確か、蝶ネクタイも記念にもらってどこかにあったと思うんですけど。それも着けますか？」

　ぜひ、と狩野はお願いした。




「こんなん、ですけど」

　そう言って振り向いた亜久津に、狩野はほれぼれと見とれる。

　がっしりした体格の亜久津は、ブラックスーツにまったく負けておらず、蝶ネクタイも似合っていた。

「かっこいい……」

　激しく後悔する。

「ああ、なんで僕、あのとき厨房係だったんだよ。こんなかっこいい亜久津を見損ねていたなんて。ね、写真撮ってもいい？」

「いい、ですけど」

　亜久津はちょっと恥ずかしそうだった。

　それがなんとも言えず、よけいに狩野を疼かせた。

　ああ、そうか。自分は疼いているのか。彼の写真をスマホで撮りながら狩野は納得していた。

　春だからだ。

　大地が熱をはらむみたいに、鳥が歌いたくなるみたいに、花が開きたくなるみたいに、亜久津にどうしようもなくむらむらしてしまう。欲情してしまう。

「亜久津……」

　狩野は彼に抱きつく。

　上向けば戸惑う亜久津が自分を見下ろしている。狩野は少し背伸びをして身長をならしてから顔を寄せた。察して彼も、顔を傾けて唇を合わせてくれる。たわむれのように始まった口づけなのに、狩野が執拗に亜久津の唇を舐め、舌を絡めて欲望を伝えたものだから。

　亜久津のスラックスの前に手をあてるとそこは硬くなっていた。

　狩野は床に膝を突く。

「え、え。カノさん？」

「舐めたいな、亜久津の」

　亜久津の、すごいのを。腹までそりかえる逞しいものを。この口の中に頬張りたい。

「だ、だめですよ。これ、汚しちゃうから。脱ぐまで待って」

「やだ。待てない。汚さないように、するから」

　ちろりと狩野は唇を舐める。

「一滴残さず、飲んであげる」
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